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(57)【要約】
【課題】表示パネルをバックキャビネットに起立支持さ
せて製造・メンテナンスが行える、作業性に優れたバッ
クキャビネットを有する表示装置を提供する。
【解決手段】表示装置１の筐体の一部であるバックキャ
ビネット２ｂの上方端部に表示パネル３を起立支持する
ための表示パネル起立保持部４５を形成する。表示パネ
ル起立保持部４５には表示パネル起立載置部４５ａ、表
示パネル支持片４５ｂ、４５ｃが形成され、これによっ
て表示パネル３を表示パネル起立載置部４５ａに載置し
た際に、表示パネル３を垂直に支持することができる。
また、電源回路基板５ａに延設される接続ケーブル４２
は、表示パネル３を倒して所定位置にて取り付ける前に
、バックキャビネット２ｂに形成される仮保持部４７ａ
にクランプすることで、接続ケーブル４２が絡まる事に
よる作業効率の低下を防止する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を有するフロントキャビネットと開口部を有するバックキャビネットの、夫々の
開口部を組みつけて成る筐体の内部に、表示パネルを備えた表示装置において、概略矩形
状のバックキャビネットには、長辺方向若しくは短辺方向の何れかに前記表示パネルを起
立保持するための一対の表示パネル支持用リブを形成したことを特徴する表示装置。
【請求項２】
　前記表示パネル支持用リブは、前記表示パネルを略垂直に支持するための支持片を有す
ることを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示パネル支持用リブに隣接して、バックキャビネットから鉛直方向に延出する前
記表示装置の載置部を形成したことを特徴とする請求項１又は２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記バックキャビネット中央に対して前記表示パネル支持用リブとは反対の箇所に内部
構成部品を配置することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項記載の表示装置。
【請求項５】
　前記内部構成部品には、少なくとも回路基板を含むことを特徴とする請求項４記載の表
示装置。
【請求項６】
　前記表示パネル支持用リブは、前記バックキャビネットの上方端部に配置し、前記内部
構成部品を、前記バックキャビネットの下方に集中して配置したことを特徴とする請求項
４又は５記載の表示装置。
【請求項７】
　前記回路基板は前記表示パネルと接続するための接続部を有し、前記バックキャビネッ
トの縁部には前記接続部を一時的に保持するための仮保持部を形成したことを特徴とする
請求項５又は６記載の表示装置。
【請求項８】
　前記接続部は前記回路基板より延設した線材付きコネクタであり、前記仮保持部は前記
コネクタの線材部分を係止可能とした切欠きであることを特徴とする請求項７記載の表示
装置。
【請求項９】
　前記接続部は前記回路基板より延設した略平板形状のケーブル部材であり、前記仮保持
部は前記ケーブル部材が挿通可能な貫通孔であることを特徴とする請求項７記載の表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネルと回路基板の結線処理を容易に行うことが可能な構造を有する表
示パネル保持構造を備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子機器の組み立て・製造の際、端子や回路基板と他の回路基板をコネクタ及び
接続ケーブルを介して接続する結線処理が行われている。特許文献１は略コ字状のフレー
ムの端部に略凸字状の取付孔を形成し、当該取付孔に対応する突起部を端子板に設け、取
付孔に挿通することで、端子板の開閉を容易として作業性を向上させる構造が開示されて
いる。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－２５２５６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ところで近年急速にそのシェアを拡大している液晶やプラズマディスプレイといった薄
型の表示パネルを用いた表示装置において例外なく結線処理は必要である。例えば、表示
パネルを有する表示装置において、映像信号の処理を行う回路基板及び電源基板と、表示
パネルを電気的に接続しなければ、表示パネルに映像を表示するための映像信号及び電力
の供給を行うことはできない。この結線処理を容易とするために、例えば特許文献１を適
用しようとしても、表示パネル側に特殊な突起部を形成し、キャビネット若しくはシャー
シに取付孔を形成しなくてはならず、製造コストの増加を余儀なくされる。また、大きな
パネルを用いるとなると、取付孔に突起部を挿通させることを容易に行うことができずに
、作業性が優れているとは言い難いものであった。
【０００５】
　本発明は上記課題を鑑みてなされたものであり、結線処理を容易に行うことが可能な、
作業性に優れた表示パネル保持構造を備えた表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に係る表示装置は、開口部を有するフロントキャビネットと開口部を有するバ
ックキャビネットの、夫々の開口部を組みつけて成る筐体の内部に、表示パネルを備えた
表示装置において、概略矩形状のバックキャビネットには、長辺方向若しくは短辺方向の
何れかに前記表示パネルを起立保持するための一対の表示パネル支持用リブを形成したこ
とを特徴する。
【０００７】
　請求項２に係る表示装置は、請求項１記載の表示装置において、前記表示パネル支持用
リブは、前記表示パネルを略垂直に支持するための支持片を有することを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に係る表示装置は、請求項１又は２記載の表示装置において、前記表示パネル
支持用リブに隣接して、バックキャビネットから鉛直方向に延出する前記表示装置の載置
部を形成したことを特徴とする。
【０００９】
　請求項１乃至３の構成によれば、製造工程で表示パネルの結線作業を行う際や、表示装
置のメンテナンス作業を行う際に、バックキャビネットに形成した表示パネル支持用リブ
によって表示パネルを起立させることができ、支持片によってこれを維持することができ
る。また、表示パネル載置部が形成されることで、表示装置を組み上げる際、表示パネル
の位置決めが容易となる。さらに、表示パネル載置部が隣接して形成されるため、表示パ
ネル支持用リブを補強する効果を奏する。
【００１０】
　請求項４に係る表示装置は、請求項１乃至３の何れか１項記載の表示装置において、前
記バックキャビネット中央に対して前記表示パネル支持用リブとは反対の箇所に内部構成
部品を配置することを特徴とする。
【００１１】
　請求項５に係る表示装置は、請求項４記載の表示装置において、前記内部構成部品には
、少なくとも回路基板を含むことを特徴とする。
【００１２】
　請求項４及び５の構成により、表示装置の重量の大半を占める内部構成部品を、同じく
表示装置の重量の大半を占める表示パネルの、表示パネル支持用リブと反対側に配置する
ことで、表示パネル支持用リブを用いて表示パネルを起立させた際に、荷重バランスがと
れるため、表示パネルの転倒の畏れがない。
【００１３】
　請求項６に係る表示装置は、請求項４又は５記載の表示装置において、前記表示パネル
支持用リブは、前記バックキャビネットの上方端部に配置し、前記内部構成部品を、前記
バックキャビネットの下方に集中して配置したことを特徴とする。
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【００１４】
　請求項６の構成によれば、表示パネル支持用リブをバックキャビネット上部に、内部構
成部品を下部に配置することで、バックキャビネットに係る荷重のバランスを保つことが
できる。
【００１５】
　請求項７に係る表示装置は、請求項５又は６記載の表示装置において、前記回路基板は
前記表示パネルと接続するための接続部を有し、前記バックキャビネットの縁部には前記
接続部を一時的に保持するための仮保持部を形成したことを特徴とする。
【００１６】
　請求項８に係る表示装置は、請求項７記載の表示装置において、前記接続部は前記回路
基板より延設した線材付きコネクタであり、前記仮保持部は前記コネクタの線材部分を係
止可能とした切欠きであることを特徴とする。
【００１７】
　請求項９に係る表示装置は、請求項７記載の表示装置において、前記接続部は前記回路
基板より延設した略平板形状のケーブル部材であり、前記仮保持部は前記ケーブル部材が
挿通可能な貫通孔であることを特徴とする。
【００１８】
　請求項７乃至９の構成によれば、回路基板等に延設される線材付きコネクタ若しくはフ
ラットケーブル等の略平板状のケーブルを、表示パネルに接続する前にバックキャビネッ
トに係止若しくは挿通させることで仮止めを行うことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のような本発明の構成によれば、例えば作業台等の平面にバックキャビネットを載
置し、表示パネルを表示パネル支持用リブによって起立保持することで、回路基板と表示
パネルやその他電子部品との結線作業を行うことができ、作業性に優れ、製造速度の向上
と、コストの抑制をはかることができる。また、バックキャビネットに線材の仮保持部が
形成されるので、表示パネル取り付け前に該仮保持部に線材を固定することができ、回路
基板の線材をバックキャビネットの内側に巻き込んでしまったり、線材が所定の位置とは
異なる位置に外れてしまったりすることを防止することができ、作業性に優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態としての実施例を図１から図７を参照して説
明する。もちろん、本発明は、その発明の趣旨に反さない範囲で、実施例において説明し
た以外のものに対しても容易に適用可能なことは説明を要するまでもない。
【実施例１】
【００２１】
　図１～図６は、本発明の実施例を示し、図１は、表示装置たる液晶テレビジョン受像機
を示す斜視図である。図２は、液晶テレビジョン受像機のフロントキャビネットを取り外
した状態を示す分解斜視図である。図３はバックキャビネットの形状を示す斜視図である
。図４はフロントキャビネット及び表示パネルを取り外した状態のバックキャビネットを
示す斜視図である。図５は、図４に示すバックキャビネットにおいて、表示パネル支持用
リブに表示パネルを載置した状態を示す斜視図である。図６は、図５に示す表示パネル支
持用リブに表示パネルを載置した表示パネル起立保持部近傍を示す部分拡大断面図である
。
【００２２】
　図１～図６等に示す表示装置の一例は、奥行き寸法の小さい薄型の液晶テレビジョン受
像機などの表示装置１である。表示装置１及びバックキャビネットの構成について図１か
ら３に基づいて説明する。表示装置１の外観を形成する樹脂製の筐体２は、フロントキャ
ビネット２ａとバックキャビネット２ｂとの２分割構成となっており、映像を表示する表
示パネル３、ボタン部４、表示パネル３と略平行に配置される各種回路基板５ａ、５ｂ、
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５ｃ、スピーカー６等の内部構成部品は、フロントキャビネット２ａではなく全てバック
キャビネット２ｂに収容されるものである。また、バックキャビネット２ｂの上面には貫
通孔７が形成されており、この貫通孔７にボタン部４に形成されたボタン８が挿通され、
バックキャビネット２ｂの上方外側に突出して配設される。また、フロントキャビネット
２ａとバックキャビネット２ｂは、これら夫々に有する開口部を対向させた状態で組み付
けて一体化するものであり、筐体２の内部は、その高さ寸法及び幅寸法に対して奥行き寸
法が小さいものとなっている。
【００２３】
　次に、バックキャビネット２ｂ内に組み付けられる各種回路基板５ａ及び５ｂについて
図４に基づき説明する。前述した電源回路基板５ａは、表示装置１の電源系統の回路を構
成するものであり、電源回路基板５ａを、ボタン部４及び固定ユニット２０に形成した回
路基板嵌合スリット１５，３０に挟持させ、且つバックキャビネット２ｂに形成した複数
の第１の回路基板係止爪３１を電源回路基板５ａの縁部に係止することで、電源回路基板
５ａはバックキャビネット２ｂに強固に固定される。電源回路基板５ａには、表示パネル
３に電源を供給するための接続ケーブル４２が２本１対で延設されており、対となる接続
ケーブル４２の先端にはコネクタ４２ａが設けられている。
【００２４】
　メイン回路基板５ｂは、表示装置１全体の制御処理を行うための回路を構成しており、
表示パネル３のコネクタ５４（図６参照）と接続するための映像信号伝送ケーブル５０を
有している。映像信号伝送ケーブル５０は先端にコネクタ５０ａを備えている。バックキ
ャビネット２ｂに形成した保持手段（係止手段）たる第２の回路基板係止爪３２によって
メイン回路基板５ｂの周縁縁部が係止され、バックキャビネット２ｂにメイン回路基板５
ｂが強固に固定される。
【００２５】
　上述した回路基板たる電源回路基板５ａ及びメイン回路基板５ｂをバックキャビネット
２ｂに取り付けが完了した後、電源回路基板５ａから延設される接続ケーブル４２の仮止
めを行う。４６はバックキャビネット２ｂに形成されている線材保持用リブであり、接続
ケーブル４２の２本のケーブルが寄り合うことの無いように形成されている。４７ａは、
接続ケーブル４２を線材保持用リブ４６の両脇に配置させた際、接続ケーブル４２を係止
するための、バックキャビネット２ｂに形成される切り欠きたる仮保持部である。表示パ
ネル３を取り付ける前に、接続ケーブル４２を仮保持部４７ａに一時的にクランプさせて
固定することで、接続ケーブル４２の巻き込み等を防止することができ、作業性に優れた
ものとなる。
【００２６】
　続いて、表示パネル３と上述の接続ケーブル４２等を接続する際の、表示パネル３の起
立保持のための構造について図５及び６に基づいて説明する。５４は映像信号伝送ケーブ
ル５０が先端に備えるコネクタ５０ａに対応する表示パネル３が有するコネクタであり、
該コネクタ５４と映像信号伝送ケーブル５０が備えるコネクタ５０ａを接続して映像信号
を表示パネルに供給するものである。バックキャビネット２ｂの内部の上方端部には表示
パネル起立保持部４５が形成されている。表示パネル起立保持部４５には、表示パネル３
を起立して載置させるための表示パネル起立載置部４５ａと、該表示パネル起立載置部４
５ａに載置される表示パネル３を起立支持させるための表示パネル支持片４５ｂ、４５ｃ
が形成される。また、製品として組み上げる際に表示パネル３をバックキャビネット２ｂ
に載置して収納する際の、表示パネル３の位置決め手段として、表示パネル載置部４４が
ボスとして一体形成されており、これが表示パネル起立保持部４５の強度の向上を兼ねて
いる。
【００２７】
　上記のような表示装置１の構成によれば、表示パネル起立保持部４５に載置した表示パ
ネル３は、表示パネル支持片４５ｂ、４５ｃによって挟持されることにより起立支持する
ことができるので、電源回路基板５ａ、メイン回路基板５ｂ及びスピーカー６に代表され
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る電子部品の取り付けをバックキャビネット２ｂに対して行い、結線処理を行う際、例え
ば、表示パネル３のコネクタ５４に対して映像信号伝送ケーブル５０の先端に備えるコネ
クタ５０ａを接続させる作業といった結線処理が、従来の液晶表示装置の製造方法と比較
して格段に容易となる。また、表示パネル３を起立させるための特別な機材を必要とせず
、低コストで実現することができる。更に表示装置１の性能検査やメンテナンスの際、各
配線を接続したまま表示パネル３を起立保持させることができるため、性能検査・メンテ
ナンス等においても作業性に優れる。また、表示パネル３の取り付けの際に、接続ケーブ
ル４２及びコネクタ４２ａがバックキャビネット２ｂ及び表示パネル３の間に挟まったり
、電源回路基板５ａとバックキャビネット２ｂとの間隙に滑落したりすることを防止し、
少ないコストによって作業性を著しく向上させることができる。
【００２８】
　また、バックキャビネット２ｂには表示パネル起立保持部４５に隣接して、表示パネル
載置部４４が形成されるので、表示パネル３の各種回路基板との結線処理が終了し、表示
パネル３をバックキャビネット２ｂに組み付ける際に、この表示パネル載置部４４によっ
て位置決めを行うことでき、フロントキャビネット２ａを組み付ける際に、フロントキャ
ビネット２ａが所定の位置に組み付けられなかったり、ガタ付きが発生したりすることを
防止することができる。
【実施例２】
【００２９】
　図７は本発明の実施例２を示し、バックキャビネット２ｂの仮保持部をバックキャビネ
ット２ｂの縁部に形成した貫通孔とした構造を示すものである。
【００３０】
　本実施例２は、図７に示すように、電源回路基板５ａから延設する、表示パネル３と接
続する接続ケーブル４２を略平板状のフラットケーブルとし、仮保持部４７ｂをバックキ
ャビネット２ｂの縁部に形成する貫通孔としたものであり、それ以外は実施例１に示す表
示装置１のバックキャビネット２ｂと実質的に同構造を有しており、前記実施例１と同一
部分には同一符号を示し、その詳細な説明は省略して説明する。
【００３１】
　接続ケーブル４２が、図７のように略平板状のケーブルであるような場合では、実施例
１に示すような切り欠き状の仮保持部４７ａでは、接続ケーブル４２の一時固定は困難で
ある。そこで、バックキャビネット２ｂの縁部に、電源回路基板５ａから延設された略平
板状の接続ケーブル４２の先端に取り付けられるコネクタ４２ａよりもやや大きい貫通孔
として仮保持部４７ｂを形成する。電源回路基板５ａを取り付けた後、仮保持部４７ｂに
コネクタ４２ａを挿通させることで、接続ケーブル４２を一時的に保持することができる
。これによって表示パネル３をバックキャビネット２ｂに取り付ける際に、接続ケーブル
４２が表示パネル３の下敷きになってしまうというような事態を防ぐことができる。
【００３２】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は前記実施例に限定されるものでは
なく、本発明の要旨の範囲内で種々の変形実施が可能である。例えば、表示装置１の表示
パネルを表示パネル３としたが、これに限定せずに薄型の表示パネル（例えばプラズマデ
ィスプレイや有機ＥＬ等）であればどの方式の表示パネルであっても何ら問題ない。また
、表示パネル起立保持部４５を、バックキャビネット２ｂの上方端部に形成するとしたが
、これに限定せずに、左右何れか、若しくは下方に形成しても良い。この場合、起立保持
された表示パネル３の荷重によって表示パネル３やバックキャビネットの転倒を防止する
ために、電源回路基板５ａ、メイン回路基板５ｂやスピーカー６等の重量のある部品は、
表示パネル起立保持部４５とは反対側に位置決めされ、取り付けられることが好ましい。
これにより、バックキャビネット２ｂの上下に荷重が分散しバランスが保てるため、表示
パネル３やバックキャビネット２ｂが転倒する畏れがなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
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【図１】本発明の実施例における、表示装置たる液晶テレビジョン受像機を示す斜視図で
ある。
【図２】同上、フロントキャビネットを外した表示装置を示す分解斜視図である。
【図３】同上、バックキャビネットの形状を示す斜視図である。
【図４】同上、フロントキャビネット及び表示パネルを取り外した状態のバックキャビネ
ットを示す斜視図である。
【図５】同上、図４に示すバックキャビネットにおいて、表示パネル支持用リブに表示パ
ネルを載置した状態を示す斜視図である。
【図６】同上、図５に示す表示パネル支持用リブに表示パネルを載置した表示パネル起立
保持部近傍を示す部分拡大断面図である。
【図７】本発明の第２実施例における、フロントキャビネット及び表示パネルを取り外し
た状態のバックキャビネットを示す斜視図であって、バックキャビネットの縁部に仮保持
部となる貫通孔を形成した構造を示す部分斜視図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１　　表示装置
　２　　筐体
　２ａ　フロントキャビネット
　２ｂ　バックキャビネット
　３　　表示パネル
　４４　表示パネル載置部
　４５　表示パネル起立保持部
　４５ａ　表示パネル起立載置部
　４５ｂ、４５ｃ　表示パネル支持片
　４７ａ、４７ｂ　仮保持部
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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